
第２次宇都宮都市交通戦略 施策ごとの目標指標の推移

基本方針１：多様な交通手段を「つくる」

基本方針２：交通手段と交通手段を「つなぐ」

基本方針３：状況に応じて適切に交通手段を「つかう」

基本方針４：交通を「ひろげる」

□目標指標

指標名
基準数値 (a) 数値 (b) 目標数値 (c) 進捗状況（％）

進捗評価
（基準年） （評価年） （目標年） 基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)

① 交流人口（観光入込客数）
１，４９９万人 ８９４万人 １，５５０万人

９６.７％ ⇒ ５７.７％
減少している

（新型コロナウイルス感染症
の影響により）（Ｈ２９年度） （Ｒ３年度） （Ｒ４年度）

（Ｈ２９年度） （Ｒ３年度） （Ｒ１０年度）

② 交通での移動に関する市民満足指標

□施策の体系
⑴ 最新の科学技術を活用して交通を発展させる ⑶ 広域的な交通ネットワークを充実させる

⑵ 新たな移動サービスを活用して交通を充実させる

③ 人にやさしいバスの導入率
５３．２％ ６２．２％ ７７．６％

□目標指標

指標名
基準数値 (a) 数値 (b) 目標数値 (c) 進捗状況（％）

進捗評価
（基準年） （評価年） （目標年） 基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)

　　減少している
（新型コロナウイルス感染
症による外出自粛やテレ

ワーク化による移動自体の
減少に伴う影響により）

① 公共交通の年間利用者数
３，３５３万人 ２，２１１万人 ３，６００万人

９３.１％ ⇒ ６１.４％
（Ｈ２８年） （Ｒ２年） （Ｒ１０年）

□施策の体系
⑴ 公共交通をより便利で快適にする ⑶ 安全・安心な交通環境を整備する

⑵ 公共交通に関する案内情報を充実させる ⑷ 自動車から公共交通へ移動手段を転換する

□施策の体系
⑵ 他の交通手段への乗り換えを円滑にする

□目標指標

指標名

⑴ 多様な交通手段の乗り換え施設を整備する

進捗評価
（基準年） （評価年） （目標年） 基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)

　　進捗していない
（新型コロナウイルス感染症
による減便の影響により）

① 都心部と各拠点間の公共交通による移動時
間

６６.０％ ⇒ ５４.４％
（Ｈ２９年度末） （Ｒ３年度末） （Ｒ１０年度末）

基準数値 (a) 数値 (b) 目標数値 (c) 進捗状況（％）

平均４７分 平均５７分 平均３１分

達成② 都心部と各拠点間の公共交通の運賃負担 ６２.５％ ⇒ １００.０％
（Ｈ２９年度）

未導入 ９０.０％８２．４％
進捗している③ 交通ＩＣカードによる運賃支払いの割合 ０.０％ ⇒ ９１.６％

（Ｈ２９年度） （Ｒ３年度） （Ｒ１０年度）

最大８００円 最大４００円 最大５００円以下

（Ｒ３年度） （Ｒ１０年度末）

（Ｒ３年度末）

（Ｒ４年度）

７１.２％ ７２.７％

（目標年）

（※７２.３％）

着実に進捗している
（Ｈ２９年度） （Ｒ３年度） （Ｒ４年度）

４０.０ｋｍ ５９.３ｋｍ ７２.１ｋｍ

着実に進捗している
（※Ｈ２９年の計画延
長に基づく整備率）９７.９％ ⇒ ９９.４％

（Ｈ２９年度） （Ｒ２年度）

進捗評価

着実に進捗している

基準数値 (a)

８９.８％

□施策の体系

□目標指標

③ 自転車走行空間の整備延長

⑶ 自転車や歩行者が快適に移動できる環境を整備する

指標名
（基準年）

１００.０％

（Ｈ２９年度末）
① 公共交通夜間人口カバー率

② 都市計画道路の整備率

５５.５％ ⇒ ８２.２％

⑴ 多様な公共交通を充実させる

⑵ 公共交通や自動車が円滑に通行できる幹線道路等を整備する

７１.４％

進捗状況（％）

基準年(a／c) ⇒ 評価年 (b／c)

９０.７％

（評価年）

８９.８％ ⇒ ９０.７％
（Ｒ１０年度末）

数値 (b) 目標数値 (c)

９７.９％ ⇒ ９８.２％

減少傾向にある

６８.６％ ⇒ ８０.２％ 着実に進捗している
（Ｒ３年度） （Ｒ１０年度）

　・自転車のまち宇都宮の推進 ２６.１％ ２０.９％ ３９.９％ ６５.４％ ⇒ ５２.４％

（Ｈ２９年度）

　・公共交通ネットワークの充実 ２５.１％ ２５.９％ ３８.４％ ６５.４％ ⇒ ６７.４％
　・道路ネットワークの充実 ３９.１％ ２８.３％ ５２.４％ ７４.６％ ⇒ ５４.０％
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